
 

令和７年度「シラバス」  教科：英語  科目：英語コミュニケーションⅠ 

単位数 ２ 
学科（型） 

学年 

工業科 

１年 

教科書 

副教材等 

Amity English Communication Ⅰ（開隆堂） 

VITAL 1700 英単語・熟語 （文英堂） 

学習目標 

日常的な話題について、聞いたことや読んだことを理解し、情報や考えなどを英語で話した

り書いたりして伝えるための基礎的な力を付けるとともに、積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度を身に付ける。 

学期 学習内容 学習のねらい 

1 

Lesson1 The Beautiful Scenery 

 

 

 

Lesson2 My Best Friend 

 

 

・行ってみたい場所やお気に入りの場所についてコミュニケー

ションを図ることで授業やクラスの雰囲気を良好なものに

する。 

 

・「ちびまる子ちゃん」を題材に友人の在り方を今一度考え直

す機会とする。 

２ 

Lesson3 Love for Dance 

 

 

Lesson4 Endangered Species 

 

 

・ダンスは単なる表現活動を超えて、人々の心を一つにする力

や、文化的な価値を持つものであることに気づかせる。 

 

・人間がそのほとんどの原因を作っている絶滅危惧種を減らす

ために、我々は何をすべきか考える。 

３ 

Lesson5 The History of Chocolate 

 

 

Lesson6 Our School 

 

・チョコレートを例に身近な食品から食に対する意識を高め、

食による健康や食材の安全面について思考する。 

 

・さまざまな特長を持った学校について知り、自身の所属する

学校の学科やクラブ活動などの特長について考える機会と

する。 

 

評価の観点 内   容 

知識・技能 
・基本的な文法や語彙を理解し、基礎的な知識を身に付けることができる。 

・教科書で扱われている題材の主題や異文化の背景を理解できる。 

思考・判断・表現 
・教科書の内容を簡潔にまとめて話すことができる。 

・教科書の内容に関連して，自分の意見を簡潔に話す/書くことができる。 

主体的に学習に取り組む

態度 

・授業を通してコミュニケーションへの関心を持ち、積極的にまじめな態度で授業に参加 

することができる。 

評 

価 

方 

法 

 学習の状況は、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の３つの評価の観

点で評価します。具体的には、おもに「出席の状況」、「授業中の態度や取り組む姿勢」、「提出物（ノート・

プリント）」、「小テスト」、「定期考査」により評価します。また、学年の成績は上記の観点から評価した各

学期の成績の相加平均とし、５段階でも評価します。 

学 習 に 対 す る ア ド バ イ ス と 留 意 事 項 

 

○ 授業の５０分間を大切にし、真剣かつ能動的に取り組むことが大切です。 

○ 授業をより効果的に受けることができるように、家庭での学習(宿題・予習)をしましょう。 

○ 英語を話せるようになるために、声に出して読みましょう。授業中の音読練習にも意欲的に取り組んでください。 

○ 定期考査は授業の内容から出題します。また、対策プリントが配布された場合は各自でしっかり復習してください。 

○ 宿題や課題は必ずやり遂げましょう。また、提出物は丁寧に書き、必ず提出期限を守り提出しましょう。 

○ 英単語を覚えることが何よりも大切です。小テストが実施される場合はしっかり準備をして臨みましょう。 

 


